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1. 平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 149,313 0.6 3,973 △32.5 3,537 △37.4 1,600 △46.6
22年3月期第2四半期 148,493 △20.6 5,891 37.0 5,651 20.0 2,994 48.3

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 9. 29 ─

22年3月期第2四半期 17. 38 ─

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 227,633 114,696 47.0 620. 56
22年3月期 222,357 114,815 48.3 623. 10

(参考) 自己資本 23年3月期第2四半期 106,881百万円 22年3月期 107,336百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 22年3月期 ─ 5. 00 ─ 5. 00 10. 00

 23年3月期 ─ 5. 00

 23年3月期(予想) ─ 5. 00 10. 00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 311,000 3.2 10,500 0.6 9,800 △4.9 5,200 1.9 30. 19



  

 
(注)当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

 
(注)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

 

 
(注)「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係

る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

 

 
  

 ※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

 ※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。業績予想の前提となる仮定および業績予想のご利用にあたっての注意事項等について

は、四半期決算短信【添付資料】4ページ「1.当四半期の連結業績等に関する定性的情報(3)連結業績予

想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】5ページ「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規 － 社 (社名)              、除外 － 社 (社名)

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無
 

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期2Ｑ 173,339,287株 22年3月期 173,339,287株

② 期末自己株式数 23年3月期2Ｑ 1,104,564株 22年3月期 1,075,971株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Ｑ 172,249,072株 22年3月期2Ｑ 172,322,548株



  

 

 
 (注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 

(参考)

平成23年3月期の個別業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 181,000 △2.2 6,200 △6.8 6,500 △8.9 3,900 8.6 22. 63
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※当社は、以下のとおりアナリスト・機関投資家向けの決算説明会を開催する予定です。 

 この説明会で使用する決算説明会資料(四半期決算補足説明資料)につきましては、 

 開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 

  ・平成22年11月9日(火)………アナリスト・機関投資家向け決算説明会 
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 当第２四半期連結累計期間における日本経済は、企業収益や設備投資は改善の兆しが見えつつあるも

のの、依然として緩やかなデフレ傾向や厳しい雇用情勢が続いており、海外経済の減速や円高を背景と

した輸出の弱含みも見え回復のペースが鈍化しております。 

 製油業界におきましては、穀物相場が世界の旺盛な食糧需要などに支えられ高値圏で推移したため、

円高にもかかわらず大豆・菜種・パームなどの主要原材料コストは利益確保をしていく上で大きな負担

となりました。 

 このような状況下、当社グループでは、「ＧＲＯＷＴＨ １０～『“植物のチカラ”を新たな価値

へ』成長１０年構想～」の下、中期経営計画「ＧＲＯＷＴＨ １０ フェーズⅠ」の最終年度に当たり、

全社をあげて徹底的なコスト削減を進めるとともに、原材料コストに見合った適正な販売価格の形成や

技術に立脚した高付加価値商品の販売強化に取り組んでまいりました。しかしながら、国内の消費者の

低価格志向が根強く、コストに見合う販売価格の改定は、当初想定していたほどには浸透しませんでし

た。 

 これらの結果、売上高は前年同期に比べ0.6％増加の1,493億13百万円となりました。一方、利益面で

は、営業利益が39億73百万円と前年同期に比べ32.5％、経常利益が35億37百万円と前年同期に比べ

37.4％それぞれ減少いたしました。また、四半期純利益につきましては、特別損失として投資有価証券

評価損を計上したこともあり、16億円と前年同期に比べ46.6％減少いたしました。なお、四半期決算に

おける投資有価証券評価損の計上方法は洗替え方式を採用しております。 

  

 国内におきましては、油脂製品について引き続き高付加価値商品の拡販を推進するとともに、適正な

販売価格の形成に取り組みました。しかしながら、販売数量は前年同期とほぼ同水準となったものの、

厳しい消費環境において思うようには適正価格への改定が進まず、販売価格は前年同期を下回りまし

た。また、贈答用詰合セットにつきましては、消費不況長期化の影響を受け中元ギフト市場が縮小する

厳しい環境となりましたが、健康オイルを中心にお客様の高い支持をいただき、販売数量、売上高とも

に前年同期を上回ることができました。油粕および穀類につきましては、販売数量は前年同期を上回り

ましたが、販売価格は国際価格や円高の影響により前年同期を下回る結果となりました。これらの結

果、利益面においては採算性が悪化し前年同期を下回りました。 

 海外におきましては、大連日清製油有限公司では、販売数量、売上高ともに前年同期に比べ減少し、

利益面においても、前年同期を下回る結果となりました。また、INTERCONTINENTAL SPECIALTY FATS 

SDN.BHD.につきましては、販売数量、売上高ともに前年同期に比べ増加しましたが、利益面においては

前年同期とほぼ同水準になりました。 

 これらの結果、当セグメントの売上高は前年同期に比べ0.2％増加の1,361億98百万円となりました

が、営業利益は29億69百万円と前年同期に比べ46.0％減少いたしました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

①業績

②セグメント別の概況

〔製油関連事業〕
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 ドレッシング、マヨネーズ類につきましては堅調に推移し、販売数量、売上高ともに前年同期を上回

りました。また、大豆たん白は原材料価格などのコストに見合った適正な販売価格の形成や積極的な新

規ユーザーの開拓に取り組んだ結果、販売数量、売上高ともに前年同期を上回りました。 

 これらの結果、当セグメントの売上高は前年同期に比べ1.3％増加の49億59百万円となり、営業損失

は98百万円と前年同期に比べ2億89百万円改善いたしました。 

  

 化粧品原料につきましては、販路拡大のため海外ユーザーへの積極的な販売活動を行った結果、欧米

やアジア向けの輸出が堅調に推移し、国内向けともに販売数量、売上高はいずれも前年同期に比べ増加

いたしました。また、化学品につきましては、主要顧客の需要が回復基調になりましたが、販売数量、

売上高は前年並みに止まりました。 

 これらの結果、当セグメントの売上高は前年同期に比べ4.9％増加し29億13百万円となり、営業利益

は2億12百万円と前年同期に比べ2億2百万円改善いたしました。 

  

 情報システム事業、エンジニアリング事業をはじめその他事業の売上高は52億41百万円と前年同期に

比べ6.4％増加し、営業利益は8億87百万円と前年同期に比べ13.7％増加いたしました。 

  

 中国、マレーシアなどのアジア向け売上高は市況などの影響により前年同期に比べ13.9％増加し269

億18百万円となりました。また、欧州、米国などのその他地域への売上高は前年同期に比べ32.7％増加

の115億21百万円となりました。 

  

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ70億77百万円増加いたしました。これは、現金及び預金をはじ

め手元資金が9億36百万円増加するとともに、たな卸資産が原材料価格の上昇などにより58億55百万円

増加したことが主な要因であります。固定資産は、前連結会計年度末に比べ18億1百万円減少いたしま

した。これは、投資その他の資産が投資有価証券の評価損を計上したこと等の影響もあり14億43百万円

減少したことが主な要因であります。その他、㈱日清商会の株式を追加取得し、第１四半期連結会計期

間末時点で新たに連結子会社としたことによる増加も影響しております。これらの結果、総資産は前連

結会計年度末に比べ52億76百万円増加の2,276億33百万円となりました。 

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ53億95百万円増加し、1,129億37百万円となりまし

た。短期借入金の37億25百万円増加、㈱日清商会の新規連結による増加が主な要因であります。  

 純資産は、前連結会計年度末に比べ1億19百万円減少し1,146億96百万円となりました。これは、利益

剰余金が四半期純利益計上により増加する一方で、評価・換算差額等が減少したことが主な要因であり

ます。 

〔ヘルシーフーズ・大豆蛋白事業〕

〔ファインケミカル事業〕

〔その他〕

〔海外売上高〕

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

①資産、負債および純資産の状況
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 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によ

り38億34百万円、財務活動により2億85百万円それぞれ増加しましたが、投資活動により30億90百万円

減少いたしました。これらの結果、当四半期連結累計期間末の残高は236億2百万円となり、前連結会計

年度末に比べ9億36百万円増加いたしました。 

 税金等調整前四半期純利益により18億84百万円、減価償却費により30億70百万円、売上債権の減少に

より21億96百万円、仕入債務の増加により24億48百万円、それぞれ資金は増加いたしました。一方で、

たな卸資産の増加により47億91百万円資金が減少いたしました。これらの結果、営業活動によるキャッ

シュ・フローは38億34百万円増加いたしました。なお、前年同四半期累計期間との比較においては、税

金等調整前四半期純利益、売上債権、たな卸資産および仕入債務の増減などにより営業活動によるキャ

ッシュ・フローは40億16百万円減少いたしました。  

 設備投資等による有形固定資産の取得で28億98百万円支出したことなどにより、投資活動によるキャ

ッシュ・フローは30億90百万円減少いたしました。なお、前年同四半期累計期間との比較においては、

設備投資等による支出などの減少により投資活動によるキャッシュ・フローは36億21百万円支出を抑制

することができました。 

 配当金の支払、子会社の資金調達や借入金返済などにより、財務活動によるキャッシュ・フローは2

億85百万円増加いたしました。なお、前年同四半期累計期間との比較においては、資金調達や借入金返

済の増加などにより財務活動によるキャッシュ・フローは1億46百万円減少いたしました。 

  

 第３四半期以降においては、原材料をはじめ諸コストの上昇が見込まれ、原材料価格や需要動向など

の経営環境はより一層厳しさを増していくと予想されます。こうした中、当社グループでは、中期経営

計画「ＧＲＯＷＴＨ １０ フェーズⅠ」の仕上げに向けて、今後も、全社をあげて徹底的なコスト削減

に取り組むとともに、原料コストに見合った適正な販売価格の形成や技術に立脚した高付加価値商品の

販売強化などにより継続して業績の向上に取り組んでまいります。従いまして、通期の業績予想につき

ましては、平成22年9月24日発表の数値を変更しておりません。 

②キャッシュ・フローの状況

〔営業活動によるキャッシュ・フロー〕

〔投資活動によるキャッシュ・フロー〕

〔財務活動によるキャッシュ・フロー〕

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

 法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環

境等や一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した

将来の業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

  

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10

日公表分）および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平

成20年３月10日）を適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。  

  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。 

 これによる損益に与える影響は軽微であります。 

  

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月

26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開

発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関

する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計

基準第16号 平成20年12月26日公表分）および「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適

用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

 なお、連結子会社の資産及び負債の評価方法を部分時価評価法から全面時価評価法へ変更したことに

よる損益に与える影響はありません。  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(簡便な会計処理)

① たな卸資産の評価方法

② 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

① 「持分法に関する会計基準」および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用

② 資産除去債務に関する会計基準等の適用

③ 企業結合に関する会計基準等の適用
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,046 7,542

受取手形及び売掛金 45,969 45,779

有価証券 3,854 3,919

たな卸資産 47,589 41,733

その他 16,249 23,658

貸倒引当金 △18 △20

流動資産合計 129,690 122,612

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 27,351 27,083

機械装置及び運搬具（純額） 15,996 16,954

土地 28,017 27,767

その他（純額） 3,973 3,723

有形固定資産合計 75,340 75,528

無形固定資産

のれん 731 1,196

その他 1,496 1,200

無形固定資産合計 2,228 2,397

投資その他の資産

投資有価証券 15,777 17,458

その他 5,066 4,842

貸倒引当金 △468 △482

投資その他の資産合計 20,375 21,818

固定資産合計 97,943 99,744

資産合計 227,633 222,357
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 31,460 27,509

短期借入金 14,632 10,907

1年内償還予定の社債 10,220 5,220

未払法人税等 802 1,699

引当金 32 57

その他 18,094 18,968

流動負債合計 75,243 64,363

固定負債

社債 20,000 25,010

長期借入金 9,255 9,877

引当金 2,201 2,167

負ののれん 26 30

その他 6,210 6,093

固定負債合計 37,694 43,179

負債合計 112,937 107,542

純資産の部

株主資本

資本金 16,332 16,332

資本剰余金 26,072 26,072

利益剰余金 66,568 65,830

自己株式 △496 △487

株主資本合計 108,477 107,747

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 103 304

繰延ヘッジ損益 △516 384

為替換算調整勘定 △1,182 △1,100

評価・換算差額等合計 △1,595 △410

少数株主持分 7,814 7,478

純資産合計 114,696 114,815

負債純資産合計 227,633 222,357
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 148,493 149,313

売上原価 119,066 122,956

売上総利益 29,427 26,356

販売費及び一般管理費 23,535 22,382

営業利益 5,891 3,973

営業外収益

受取利息 73 51

受取配当金 113 134

負ののれん償却額 7 4

持分法による投資利益 56 54

その他 180 212

営業外収益合計 432 456

営業外費用

支払利息 497 533

為替差損 27 124

その他 146 234

営業外費用合計 671 892

経常利益 5,651 3,537

特別利益

関係会社株式交換益 － 371

貸倒引当金戻入額 4 9

負ののれん発生益 － 17

特別利益合計 4 398

特別損失

固定資産除却損 38 109

投資有価証券売却損 － 1

投資有価証券評価損 － 1,689

段階取得に係る差損 － 70

事業整理損 － 133

拠点移転費 － 47

特別損失合計 38 2,051

税金等調整前四半期純利益 5,617 1,884

法人税等 2,272 △10

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,895

少数株主利益 349 295

四半期純利益 2,994 1,600
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【第２四半期連結会計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 72,707 74,633

売上原価 58,295 61,573

売上総利益 14,411 13,059

販売費及び一般管理費 11,942 10,962

営業利益 2,469 2,096

営業外収益

受取利息 34 27

受取配当金 19 24

負ののれん償却額 3 2

持分法による投資利益 39 39

その他 95 115

営業外収益合計 192 208

営業外費用

支払利息 252 278

為替差損 14 65

その他 60 118

営業外費用合計 327 462

経常利益 2,334 1,843

特別利益

貸倒引当金戻入額 1 3

負ののれん発生益 － 5

特別利益合計 1 9

特別損失

固定資産除却損 32 8

投資有価証券評価損 － 436

事業整理損 － 133

拠点移転費 － 47

特別損失合計 32 625

税金等調整前四半期純利益 2,303 1,227

法人税等 805 △236

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,464

少数株主利益 258 58

四半期純利益 1,238 1,406
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,617 1,884

減価償却費 3,269 3,070

のれん償却額 473 460

退職給付引当金の増減額（△は減少） △41 △49

受取利息及び受取配当金 △187 △186

支払利息 497 533

持分法による投資損益（△は益） △56 △54

投資有価証券売却損益（△は益） － 1

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,689

関係会社株式交換益 － △371

負ののれん発生益 － △17

段階取得に係る差損益（△は益） － 70

固定資産除売却損益（△は益） 38 109

事業整理損 － 133

拠点移転費 － 47

売上債権の増減額（△は増加） 1,330 2,196

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,733 △4,791

仕入債務の増減額（△は減少） 4,504 2,448

その他 △730 △1,249

小計 10,982 5,925

利息及び配当金の受取額 194 185

利息の支払額 △513 △532

法人税等の支払額 △2,812 △1,743

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,850 3,834

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の純増減額（△は増加） △3 △0

有形固定資産の取得による支出 △5,953 △2,898

投資有価証券の取得による支出 △608 △12

投資有価証券の売却による収入 － 7

投資有価証券の償還による収入 100 －

連結の範囲の変更を伴う関係会社株式の取得に
よる収入

－ 271

関係会社株式の取得による支出 － △226

その他 △246 △232

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,711 △3,090
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 667 2,282

長期借入れによる収入 1,915 633

長期借入金の返済による支出 △971 △1,586

社債の償還による支出 △10 △10

自己株式の売却による収入 0 1

自己株式の取得による支出 △6 △3

配当金の支払額 △861 △861

少数株主への配当金の支払額 △112 △38

その他 △188 △130

財務活動によるキャッシュ・フロー 431 285

現金及び現金同等物に係る換算差額 180 △92

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,751 936

現金及び現金同等物の期首残高 26,475 22,665

現金及び現金同等物の四半期末残高 28,226 23,602
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 該当事項はありません。 

  

 
(注)１ 事業区分は製品の属する業種区分によっております。 

２ 各事業区分の主要製品 

 
３ 追加情報 

 従来、重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準のうち、在外子会社等の収益および費用につい

ては、前連結会計年度まで連結決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、第１四半期連結会

計期間から期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。この変更は、在外子会社等の重要性

が増したことから為替相場による影響を連結業績により適切に反映させるために行ったものであります。 

 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における「製油関連事業」

の売上高は591百万円、営業利益は21百万円それぞれ減少しております。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

①事業の種類別セグメント情報

前第2四半期連結累計期間 (自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日)

製油関連 
事業 

(百万円)

ヘルシーフ
ーズ・大豆
蛋白事業 
(百万円)

ファインケ
ミカル事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は 
全社 

(百万円)

連結
(百万円)

 売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 135,895 4,897 2,776 4,924 148,493 － 148,493

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

606 39 25 7,492 8,164 (8,164) －

計 136,502 4,936 2,801 12,417 156,657 (8,164) 148,493

営業利益又は営業損失(△) 5,501 △388 9 780 5,902 (11) 5,891

製油関連事業
家庭用食品、業務用食品、加工用油脂、加工油脂(チョコレート関連製品含む)、
油粕および穀類

ヘルシーフーズ・大豆
蛋白事業

生活習慣病対応食品、高齢者・介護食品、治療関連食品、栄養調整食品、機能性
素材、ドレッシング・マヨネーズ類、大豆たん白、大豆加工食品

ファインケミカル事業 化粧品・トイレタリー原料、化学品、中鎖脂肪酸油、レシチン、トコフェロール

その他事業
不動産賃貸、包装サービス、港湾荷役、倉庫業、飲食店経営、洗剤、スポーツ施
設経営、水産、販売促進、エンジニアリング、損害保険代理、コンピュータ関連
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(注)１ 国又は地域の区分の方法および各区分に属する主な国又は地域 

(1)国または地域の区分の方法・・・・・・地理的近接度による 

(2)各区分に属する主な国または地域・・・アジア :中国、マレーシア、シンガポール 

２ 追加情報 

 従来、重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準のうち、在外子会社等の収益および費用につい

ては、前連結会計年度まで連結決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、第１四半期連結会

計期間から期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。この変更は、在外子会社等の重要性

が増したことから為替相場による影響を連結業績により適切に反映させるために行ったものであります。 

 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における「アジア」の売上

高は591百万円、営業利益は21百万円それぞれ減少しております。 

  

 
(注)１ 国又は地域の区分の方法および各区分に属する主な国又は地域 

(1)国または地域の区分の方法・・・・・・地理的近接度による  

(2)各区分に属する主な国又は地域・・・・アジア     ：中国、マレーシア、台湾、韓国 

                    その他の地域 ：ヨーロッパ諸国、アメリカ合衆国 

２ 海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

３ 追加情報 

 従来、重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準のうち、在外子会社等の収益および費用につい

ては、前連結会計年度まで連結決算日の直物為替相場により円貨に換算しておりましたが、第１四半期連結会

計期間から期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。この変更は、在外子会社等の重要性

が増したことから為替相場による影響を連結業績により適切に反映させるために行ったものであります。 

 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間における売上高は「アジ 

ア」が349百万円、「その他の地域」が183百万円それぞれ減少しております。 

②所在地別セグメント情報

前第2四半期連結累計期間 (自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日)

日本
(百万円)

アジア
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

  売上高

 (1) 外部顧客に対する売上高 114,346 34,146 148,493 － 148,493

 (2) セグメント間の内部
   売上高又は振替高

159 1,968 2,128 (2,128) －

計 114,506 36,115 150,621 (2,128) 148,493

  営業利益 4,818 1,071 5,889 1 5,891

③海外売上高

前第2四半期連結累計期間 (自 平成21年4月1日 至 平成21年9月30日)

アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高 （百万円） 23,635 8,682 32,317

Ⅱ 連結売上高 （百万円） － － 148,493

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合（％）

15.9 5.8 21.8
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 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

 当社は、本社に製品別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品について国内および海外の包括的な

戦略を立案し事業活動を展開しております。したがって、当社は事業部を基礎とした製品別セグメント

から構成されており、「製油関連事業」、「ヘルシーフーズ・大豆蛋白事業」および「ファインケミカ

ル事業」の3つを報告セグメントとしております。 

 「製油関連事業」は、油脂・油粕および穀類等の製造販売をしております。「ヘルシーフーズ・大豆

蛋白事業」は、ドレッシング・大豆たん白等の製造販売をしております。また、「ファインケミカル事

業」は化粧品原料・化学品等の製造販売をしております。 

  

 
(注)１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報システム事業、エンジニアリ

ング事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額3百万円は、セグメント間取引消去額であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

④セグメント情報

1.報告セグメントの概要

2.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第2四半期連結累計期間 (自 平成22年4月1日 至 平成22年9月30日)

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額  
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額  
(注)３

 
製油関連 
事業

ヘルシーフ
ーズ・大豆
蛋白事業

ファイン 
ケミカル 
事業

計

 売上高

  外部顧客に対する   
  売上高

136,198 4,959 2,913 144,071 5,241 149,313 － 149,313

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

722 47 31 801 7,459 8,261 (8,261) －

計 136,920 5,007 2,945 144,873 12,701 157,574 (8,261) 149,313

 セグメント利益 
 又は損失(△)

2,969 △98 212 3,083 887 3,970 3 3,973
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(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。 

  

 第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

 
(注) 国または地域の区分の方法および各区分に属する主な国または地域 

(1)国または地域の区分の方法・・・・・・地理的近接度による  

(2)各区分に属する主な国または地域・・・・アジア     ：中国、マレーシア、シンガポール 

  

 該当事項はありません。 

  

3.地域に関する情報

当第2四半期連結累計期間 (自 平成22年4月1日 至 平成22年9月30日)

（単位：百万円）

日本 アジア その他 合計

 売上高 110,873 26,918 11,521 149,313

 売上高に占める比率 74.3% 18.0% 7.7% 100.0%

(追加情報)

(参考情報)

所在地別セグメント情報

当第2四半期連結累計期間 (自 平成22年4月1日 至 平成22年9月30日)

（単位：百万円）

日本 アジア 計 調整額 連結

 売上高

 外部顧客に対する売上高 109,853 39,459 149,313 － 149,313

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高

387 3,103 3,491 (3,491) －

計 110,241 42,562 152,804 (3,491) 149,313

 営業利益 2,843 1,122 3,966 7 3,973

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（注）個別業績数値は、四半期財務諸表等規則に基づいて作成しておりますが、法定開示におけるレビュー 

      対象ではありません。  

  

  

  

  

  

4. (参考) 補足情報

個別業績の概要

平成23年3月期第2四半期の個別経営成績（平成22年4月1日～平成22年9月30日）

(％表示は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 88,231 △5.0 2,530 △46.0 3,037 △39.0 1,920 △34.0

22年3月期第2四半期 92,857 △20.5 4,686 64.9 4,979 58.4 2,909 65.1
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